
繭絲の構成に關する研究（VIII）
（營繭過程に於けるセリシン物質の變性に就て）

荻原淸治

Kiyoharu OGIWARA:- Studies on the constitution of cocoon silk.(VIII)

On the denaturation of sericine substance during the cocooing.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・緒　　　論“

　　　セ、リシンは醐繭ガ製赫原料霊して取扱はれる揚合典の性質、就中解静に最も璽大なる關係を・

　商するものである。從つて繭履セリシンに就ては幾多の研究があり、’其の性質に就ても殆んさ

　獺しas“hteか憾がある・廓ちPtれによれば・リ・・には嚇以上がありドつ1砒働

　瀞解性大なる性質を禽し・之れは繭暦の外暦部に夢く存在しN他のものは比較的難溶性にして

　繭暦の内暦部に多いSざれてゐる。而して之れが名称に就いては各研究麿によりて匪々なるも
　のがある・無リ・・の繍卿1∬包よりの分maこ肌てOS、　B。118’（・864），・．　B1蕊。c（2／、98犠

・888・）、・E・・V・・s・n，　II，　Qua，iEi’（・896）氏等より山肉’（・9・・）、町紹（・9・6）、田、購翌’（、9エ、），等

蕃叢欝難搬灘寧基識誓警竃璽綾隷粛縢欝鑛謡長：要

他は・リ、・・に於ける難現象εして研究雑められてをり漉辮£輪麟拠加。リ

　・・の麟のw化に糠研究され，　」Sll　A．R・th・・畑及び瓢恥，撒1欄馳リ。沁蠣

以上あるのは・其樽の轍ひ中に起・カ・紛脚纈であ・潮明してゐ・・」・4・｛⊥・内磁・

翻撚の…鵬於て獺以上を認め・繋櫛・報に於て・翻上嚇鶴鋤てゐる
　のである。滞水正徳氏は繭暦を煮沸して得たセリシシをX線により研究して3種に圏別して

　おる。其他セリシンに關する研究は極めて多い。

　　而して是等噺究は輔・リ・・にしろ諦目雛内セリシ・にしろ嗣れ糠剛ヒされ鳩

の蹴いての糊ぼある・eセリシ・物erの分泌が液状にて行はれ6Sせば、其の艘の根糟

　解決するには分泌されて求だ固化しない亀のより圃化したもの迄のものに就て研究するこミが

、必難ある鵡塵に搬瀦漱の女口蛎法によつて之れを翻せんSUItのである。
　（i）”絹綜腺内網物質の分別。

唱（2）（1）銅一試料よ鵬たる繭セリシ・の分別諮解性、セリシン臨　r

　（3）．正常繭及び再響繭の各暦に雄けるセリシンの蚤及び熔解性⑨　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ョ

　　　　　　　　　　　　　　　置・・實　験　　力　法

　　（i）翻瞭して㈱醐に於孫同徽を申部及び後部に購し、之れ蝋懲期に翌？で
髄内講りMll・1“し聯を水に轍した磯詠繍・囎過し職試料・レ硫蜷及蒔・
　電貼法にて分別を行つた。　　’　　　　　　　　　　　　　　　　£

　　（ii）．（i）調嘔の簸を採り之れを正常のタ臆にで羅齢なし、更に螢繭せ’しあ此の繭を

　試料Sして繭暦を4縢に輝分しt是等を以てセリシン分散液を造りて其の券別を行ひ、翼にセ

　リシン最孕ぴ溶解最を測定しfこ。セリシン劾散液は各試料に就きエーテル浸出を行ひて蝋物質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐡宗糸學菜態誌　　　第十四巻　　第　二：號　　　工942　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
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を除去したものを潔1留次100c，c，に付き試料ユgの割合1こ敗容し95℃にて逆流冷却により60分間

腱理して掲た液を｛項胤に頁8！・縮して造つた。・tlリシ嫡1：は0．5％不1鹸液影巳料の5〔｝倍鼠にて805｝

問慮理して重皐：法1こより求跡≠二。孝容解量はヶルグー氏穀1にょり鯉1ミ素量を求め一（　n，，’；［出した。

　（iii）試料は捌1｝1に於ては改良鐘il］潟源PUiill白を、秋1リユに於ては支103×郎15を使用した。

　（呈v）『正；｝ll繭及び習’ll糠llに就いてけ会i繭罧を髄常にlll瞳分し、此の各々に就いてセリシン量及

び潔解鍛を（ii）bS岡一一一方法により求めナこ。

（・）くiv）に側1しブこ、ll、矛穂（iii）の縄1柳タト、卿8×支縦聯）、日110×支106（秋）・脚9×

　　　　　　　　　　　　　　　　：h，　　ド
支17（聯）、，分離白1號×曳106號（瑠）、及び日U1×支1σ7（容）である。　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　縣　實　．験’結、　果

　　1（1）網練腺内に於ける網物震f・の分別　　　　　　　　　　　　」

　　　　本研究の黛題はセリシンに就いてなるも中部及び後部綜腺に甑分しナこ散に此の爾者に就いて

　1’行ひたる結果を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

　　　（の　中部紳腺内物質分散液の分別

　　　　欝兇は多撒使用したるも網縣腺を解剖後手術不完全S認められたものは除外したために、實

　　　際使用頭数は50頭内外であつナこ。分別は次の如くしナこ。

　　　硫　警　法・一　　　、
　　　Φ徽脚・・睦鋤餌・（珊・）・＄σ蔽ユ幅を脈て灘せるもの棚過し畝鵬液
　　　　に璽に倍量の（NHの，　Sα液を加えて（蜜際に幾何かの粉末を添加して）飽和せしめた場禽

　　　　、あ沈澱物を各姜透析して（NH，，）2　SQ隻を除ぎ低温1こて風乾し！姦温にて秤澱した。

　　　　②，供試液10e．e．　｝こ飽和（NT｝la）a　SO．i液20e．e，を加え沈1殿を求め、其の濾液を①ε岡襟にして

　　　　飽和せしめた。②の結果は①ε同襟であヒ）た故に訟表には雀略する。

　　　　以上の如くしてdA’め結梁を得た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　表　　　　　，

　　　　　　棚黙蝿轟戦　沈酬態　轟鯵劣
　　　　　　鑑㈹｛1。1：慮　巳：留1器　離：糠　　享；諺

　　　F繕驚　｛欝　8：磯　1：1911；器　姿竈：劉1　；i；：；

　　　　　　構〔試〕はee内にて絹蜘鯛鰍熟澱肋つたもの・㈹〕はil；－il　eell｝rwの絹鱒を抽雌購　・、

　　　　　　　　　したもの。

　　　等　電　貼　法　：一｛　　　　　　　’1

　　　　轟灘禦隷1饗羅鷺熱犠繍撫響織島
　　　下し，総此囎脚鵬磁あつた・之れ棚過して㈱物球め漉1・濾灘濃縮し輝％
　　　　のアルコールを添加し受侠試液が穴艦75％になる程度ミし、此の揚含の沈澱物を求めた。

　　t・・　　　”　　　　　　　（t　　　　・　第　　2　　表

　　　　　　　斯別　　論em・獄鎌襲澱％　ギ撃％
　　　　　　　聯期一t’㈹　。．・62♂㌦b．。・・2Er　6・．95・…19ダ　32・。・
　　　　　　　秋　　期　｛　琶盤ヨ　＼　　8：8慧乙㌘身’　「L8：9窪7書6　　　　　ε「～15sl　　　　　　8二8塁馨§2　　　　　§書二暮

，　　　構糊蹴灘＠み行ひ、秋騨試鵬瑚鵬（正常勲繍腺）蹴いて行つた・
　　　　　　　　　　〔試）及び〔甥）の關係は硫安法と呵じo　　　　℃・　　1

　　　　　　　　　し



第二號〕　　　　繭縣の構脚翻する研究（vm）1　　　　　hh　n

　　　（b）後㈱腺内物貿の蠣液の分別　　　1
　　　　後部翻蹴いても上調襟にし軟の撒を徽。此の緬の昂目瀕は珊頒である。

　　　硫　　安　　法　：・　　　　　　　　　　　　　　　　辱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　31　衷

　　　　　　　期　刑　　　　幽m：　　　遵2匙墨、　　　迎璽＿　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誰　澱　　　　　％　　　　　　重彙　　　　　　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　lza，　　　　　　　　　　　　ジロ　
　　　　　　Xy期　〔試〕　o・。518．　。，。518　1。。　　ナシ　　ナシ

　　　　　　秋期｛欝　　1麗　　1：ll鴛　lll　I　；：1　駕

　　　等　電　鮎『法　：・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，

　　　　後部縣腺に就いても中部綜腺S岡様に實験し、訳の結果を得た。　　　　　　　　　　　t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　4　表

　　　　　　　901　Bll　　　　　，lh　tU　　　第1璽＿　　　　第2獲＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽　鰍　　　　　％　　　　露　澱　　　　　％

　　　　　　聯ガ㈹儲コ：凱鵬1∫認1；：1；：：諺ll：ll

　　　　　　秋期｛譲；　　Ll騰　瀦享窪1露　撚　ll：］1

　　　　以上（a）及び（b）に就いて兇るに、硫安法電等電織法ごに於ては同一試料を試用しても』、前暫

　　　に於ては常に第1同慮理によりて完金に沈澱し、後蕾は常に2種に分別されたのである。此の

　　　結果より訳のこεか考へられる。帥ち来だ凝圃を起さ・偽腺内S及びF；吻質は聚合度の種々異

　　　りた斎歌態の粒遊を含んでおり、燵等が水に分散してゐるために腱理方怯を異にするに從つで

　　　其の沈澱能力に差異があり’b其のために谷々異のたる沈澱劇合を示して來だものざ考へる♂而

vし℃沈澱能蹴いては前漱でみり、從つて聚合麟異にする廣範圓の粒子の沈澱が勘、後

　　　齎に於ては沈澱能小にして聚禽慶比較曲近似のものがma　一沈澱物内に得られ北ものざ考へる。『

　　　從つて後者の沈澱物は其の性質が前藩より穂々均一であるざ云ふこミも出來るのである⑤蒲し　1

　　　て網卿軍鱈F物質のみならずS物質に於ても腺内に貯溜してゐる間に極めで僅か乍ら水分卿墜

　　、誕購ゑ騙奪考黛るミ（後報する）爽張り其の性質は極めて徐々ではあるが、鍵化して來るε愛

鱗灘翻鱒麟顯瞬駅擁榊部綱蜘・於て急鴻女なる聚合性㈱す閾して鋤質1溜，
讐騨鞭灘懸線磯響物雛期罐の腰の靴椴伽・こ銘臓（第2表）ρ
　　　秋期申部綜灘酸闘羅調あ鍵勲結襲により℃囎かである。

　　　　釦ち㈱琶脚の翻物鯛鱒殆ん鰻化親ないのである・多くの離子船物施

　　　欝灘舗憂磐器難鰹膿蕩禮譲禦難1鰭鱒理潔盆認纏

，、戯頒灘欄してゐる・騨螢蝦輝吻膿でなく漉つ拗燃分よ倣戯鰯
　　」聯る黙猛鵬近㈱士欝卿爆白質に鱒舗田な翻院を行つてゐる・之れ甑
　　　油ax・Be培恥鋤11，　K・H．　Meyer・氏籍にようで聡へられ沈説S同康であつて～8erg凪ann氏の

　　　・・d’・id・・1・，9・QU・ps　Nび翼・y・騨伽・・攣1…y繭・ガSδ一1鵬伽即・e…（繊分）

　　　醐常し・鱒9結勉であ’る…｛sch瓢麹・nがC・mp・n・nt・Sy・t・瓜域珊）に榔計るも

　　　のであらう・フイプ唄級擁リ抄繊蝋の礪であ轍馳曜蠣綱膿騰へら
　　　れ、セリシン蹴て膿蔽が礁のこ鋳撒てゐる。かるが故に賜湛イ也による分子の一・

　　　聚食作用の強弱により℃可能な程慶迄聚脊度の灘んでゐる状態の分争は凝固を起し、從つて以

1

t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、，
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上の如き種々なる作用の差異によりで沈澱量及び割合の差を生ずるものミ考へられる。　1

　著藩（第2報）及び山内噂士等が腺内S物暫を凝圃せしめナこものに於て性質の異りたるS物
　　　　　ヤ質を識蜘し得たのも、是等の聚合度の異りたる1伏態によるものならん。

　斯く考へ來る時はII納に分泌される最初の鋤賢は（F4勿翌～に於ても）期性ec極めてme似

のもので、少なくεも本實駿に行ひし如き等電黙法及び硫安法の分別方法を以てしては、分別

困難なものでないかε推察されるのである。

　双S物質の聚合作用が先に分泌されたものより順次に起り、撚かも是等は弗ん蟄混濡するこ

Sなく、腺内に襟雀するであらうこざも著春及び由内博士等によりて褐られたS物質の識別が

F物貿を中心ざして常に同心圓的に現はれるこεから見ても明かである。

　次に後部綜腺内の分別歌態よりしてIF物質に於てもS物質ざ全く同嫌のこざが考へられる。

（之れに就いては後報する）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　斯くの如く網縣腺内に於てもS物質は常に牲質を攣化しつNあるが、之れが吐綜される場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　には著蔚が既に報告せる如く（第4報）Fi｝iPpi腺のPH大なる分泌液の接鯛により更に脱水作

『用一凝固作用二を受けるのである6更に果外界の條件によ・りてもS物質の性質が愛化して來る　’

こざは多撒の研究暫に＄りて報告されてゐゐ虜である。奥博士等（前鵬）は吐綜後の期暦セリ

シン⑳性質を種々研究して其の鍵化は鐙性現象である電し、又R騨th磯ford取ぴHarris氏（前

出）は駕髄内よb吐孫される「セリシンは岡一のもあであるが、之れが外界に於て加水分解作用

を受けて種々なる性質のものに鍵化する霊処べてゐるがb側れにしても外界に吐醐されたセリ

シンが自然の閥に、或｛ま叉加工露理によりて性質を攣化するこきは一致せる臓である。，著講は

前述の如く腺内にあるS物質が外界に田て如何なる撒態に攣化するがに就いて⑫）の實験を行

つたのである。

（2i），繭暦セリシンの分別1セリシン量、溶解性　　　　　　　　　　　’

　（1）’S國一翻を探り、之れを正常の｝伏態にて上藤せしめた後繭騰を4暦に分別した。叉一方

に於ては最勧に正常駕を上藤せしめザ之れが大胆虎定澱懸繭せる後之れを剥脱して更に鱗繭せ

レめ、此の操作を繰返して全髄の吐紳膠を4覆に櫃分せしめt。即ち前瀧は繭騰騰分を繭騒厳

成後御・儲増継上に於て行つtc　°P　Z’ある・　℃　“　笥鰭灘
（1腹）∴繭暦セリシンの分別　　　　　　　　　　　　　　　，　　’　　　　　　　t　　’

　セリシン分散液は（】Dの（ii）の如くして作成じ湘。次に各謄の成績を示す。　　　，

《職滅欝購暦の蝋物質’；・　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　「・

　　　　　　　　　のt”：㌧、、ヂ㌧．　　　　　　『　　・第　　5　　表
　ff
　　　　　　　　　　　鎮1層」　　　　第2暦　　　　　第3雁｝　　　　　・第4暦　　　　　zド　均

　　噛潔照櫨「　’　O．344・　α245％噸　0，264％　、0．314％　0．296％
e’1、．　’　試　　融　「暇　　’　　l　　O，208’・　　　　　’0，173　　　　　　　　0。344　　　　　　　0．587　　　　　　　0，3297

F　備考、ゆツク．ス’　tr．ptの脂肪灘器にて24時間浸出した。

（b）洛繭騰ゼリ虫諺の分別：・・，　　　　　　　　　　　　　　1

∵　，．　　1　一　　　第　6　衷
棄．、　’　　・　粍』劉硫安法（％）　u　　鰯電黙法（％）

麟矧難灘壌・i・・i’1’ギ1難，

　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　；

・　，．〆　　　臥　　　　　　1　　　　　・　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛内
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一撲叢li：1｛｛’iil；’iili

等繍法に於ては瞭して暑…S・、を試料・・ae．に凱て大約5・碗渤献．次に・1・

部綜腺内，s物質ε繭暦セリシンの硫安浩及び等電描法による分別物の割合を磯示する。

齢
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IaWt撫・・碗　　　　　　uass路憾んでゐるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミが紹められるのであ

離
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1’・’…

A　鋳・

　　　　　糾

6

5

2　　　　　　　　痔

　　　　ヨe

l　　　　　　2’o

te

o

　　　、　℃　　　　　　　　　　　　　　　　此の表及び圃に見る

（第1剛骸法によるS・1’i・ille分別　、如く各分散灘鄭る

▽一τ一｛…圃禰丁㌦　　甚三濃醗響

㌦、　　　・・鋤獅熱　　しく鋤謝かも狼
　＼　　　　　　蜘　　　　’　　　　『　化してゐる。帥ち硫安

　　　§漸嚇麟嚇全に醐した撚
　　が§蕩．L’　噌鞭禦惣蕪黛

／　　÷難鶴　　に鋤蕪篇
　　　　　　　　　試蘇擁ψ　　　　　　　　　　　　　、．　v

（第2圖）等電融によるS・・i・in・秀別　　る．燃暦別睨る

　　　　　　　　　　　　　　“V’t　，　　　さ、封照麗に於て外暦’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に吐綜せられたもの程

鴇！＼。Z　　　　囎細鋤質の㈱
掌齢”－F…冊　コ，鰍，癬，　騨こ類iEL　L，，内贋に

　　・　　　　　t／t　．．＿斯掲癩動　　　　　圃せるものさのセリシ

　　　　　　　　　　　7．鷲鯉　　。の瞭瀬伽てお
，癖，＿耀A’°’繊％　．り，’．Nmazに行磯性質

榊一　　　　旗るこ，を示鋤
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　　であつて、此の内暦のセリシンの性質愛化は主εして吐紳後に行はれるのであらうざ饗へられ

　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　’

　　　從つて吐孫されるセリシンは外暦のものに最も近い性質を鞠つてゐるこSが推禦される。

　　等電貼法に於ても沈澱罰合は異るが、大髄同r傾両が見られる。　　　　　　　　　　1

　　　次に繭暦ゼリシン中の鮒照磁ご試駿甚を比較するに各暦懲の分別割合が箸しく異つてゐる。

　　嚇継れる環境より考へるさ試強旺は各暦共略々剛震である。epちU．ヒ総れるセリシンは常に

　　外氣に直接接する状態にて吐かれるε考へられる。典＠頭．韻；．於鉱ゑ燃｝医の差鮭烹．呈．烹，乙訟雌．

　　遜翼搬1乳鯉ヒの揚倉嵐鮭潔．．泌宮．黒．よ．．勉．の水分の放脚鮒三魏騒瞳に働欧度溝異ゑ．§器胤島．叢盈

　　肇勿語る．も勲頂あゑ9．撚』認塗圃二於二⊆ム萱〕鷺～差を示．レヱ姦型．似む勲鞍蚕．れる．．焦2．．熱と漸傘

　　　玄の均等質④．も勲悪な．鮎n『難遜の切姻璽もの．苺後遡ρ獲の豊で嫉多少の蝕質の驚の鳶ゑζ黒を

　　示してゐる。　　　　　　　　　　　1

　　　面セェ之れ燧腺鴎こ．於g．オ．る．‘＄吻質が刻．k．に聚合度を攣駕する潭番．ζΣこ．凱ξ＿鱒恥pi．．IPjlの分泌

　　拠二．出為耽磁．制勲趨三．よ．ゑ寛．韓樋鵬箭種の霞強縮』燃．り．容劾じ漫焦ら盆Lゑ．藁．．藍澱魚ゑ．ユ．鑓

　　　」薫．ら甚＠蝶質の麹墜翅壷ヱ僅変であつて、正常繭暦の繭轡シ｝llセリシンの性質の難は、烹εし

　　て吐綜膵の環境の楓異に原圃して起るミ云ふこεが明かεなつたのである。及蝋物質の衷より管

　　見て此のものが繭暦別に異るこざも、【ll聯の揚合の凝固繊維化ε縛1接な關係α）あるこざが蓼へ

’　　ちれる。而して久繭癬工・…テル浸田物巾にある物貿が、垂疑圃繊維化を促す作用を衡するSせばt

　　㈱4報）蝋物質の多い翻s御田刎：継嵐（獅鋤綱物鋤性質鰹薯へ併せるs深披1

　　なる憲義を有すであらうミ考へられるのである。　　　　　　　　　「　　　　　　　　　・

　　（ii）　各暦のセリシン鍛及び溝解量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　正常繭に於ける繭騒蕗部のセリシン：職及び溶解性に就いては、既に幾多の研究が報告されて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．24）　　　　　ヨ
　　ゐるが、再蟹繭繭に就いては比較向tg少ぐ、僅かに鶯野氏の研究がある。著庸も之れに就き蜜瞼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝　　を行ひ訳の結果を欝た。　　　　　　　　、　，

鴇　（a）．・セ，リシン含奮量　：・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　、第　7　衷　　　　tt　t／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　峨．　別　　第囑　1第嘱　　第3厩訴粥嘱
　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　”％　　　　　　　　％　　　　　　1　％　　　　tt　　　％
　　　　　　　　鋤　　　照　　　頂置　　　　　　　　34v7　　　　　　　23・2　　　　　　　　2i、2　　　　　　　　19．5

　　　　　，　試験堪　　35・6　．2？・°　　25・°　！22・5
　　　　、　　　　備考　謝照鼠は瞥繭後繭暦甑分、試瞼臓は螢繭巾に所定鰍螢繭せるものを剥脆

　　　。．　　’　”　　　 じ、更に此の餓に螢繭せしめ此め操作を繰返した。　　　　　　　i

　　　（b）　セリ」シン溶解量　：・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　’　、　　　’　　第　　8　　表　、　　1　　　．

　　　　　　　　　耳　鋤，　，第1暦　箪・暦　籔3麿　第鰯　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　あ　　　　　　　　％　　　　　　　　お

　　　　　　　　　・儂麗　2：飢，一潔1，1：95　1：二1

、ト @℃』儀麗　llll　l：；l　l：19　11鷺
藷藻、　　1　　’，　”　備蓼　1は（のと岡一晶、頼1、議皿はヒlu！×炎107にして酎照maは乾繭庵より得たrk　　唱

驚熱∴・醐鞭・舗膨・惟騨・…
轍　－　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

鯉1p齪「，・　　　　　　　　　　一　　　　　　　’

引・

X　　　　　　｝　　　　　　場　　　　　　　　　　　　　1　　　　　1
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　　　　　　　（箪3圏）　　邊”獺セリ縛1凱ては調興識

瀞騨eri・碗購解鐙警灘雛議撒鷹蝋讐覇

穿鯵

ち，

量

　2Y

20

窪

・1ρ

薪

o

　　　　　　　　　　　　’　に於てはセリシン量が試1瞼竃に常に多いこεを示

　、　　　　　　　　　　　　すものであつて、結局阿擬繭を行ふミ繭暦のセリ

＼砂蜘　　・・量鋤・す・・云ふ…にな・・之れより考

　　＼　　　　　　　　　　　へて再螢繭を行はせる口割ま腺内にセリシンの分泌

　　　、　　　　　　．　　　が多くなるざ推定される。此の結果は蕾野氏のも

　　　　＼《、試　鵬謝；警澱鰍鎌齪灘｝識㌫

”　　　隔h惣　厭多く、醐姪確婁妙してゐる．瑚獺
　　　　　幽　　　　　　　　に於て込内屠程減少するが、全｝厩の差は極めて僅

aツシ略鞠襯、忍霧鍮翻野朧糀援擬縫祭響禦竃

　＼　　　　　1　　　　て溶解性を滅少して來るものざ考へられ、賦瞼覆

心　　　参ボに於て胴畷跡｝・・ヒ縦れる如醐灘る

從つて此の成績によらて欄秘リシ・の撒醐㈱雌に於て1（鵬1撚的に）撤口，聯
環境により憂化すおε云ふ（漁理條件）井上博讐数渡魁1嵯逡磁子搏「型1、She1亡QI、及Johusc鋒k｝

旦M・，h繊馳のものが遮でゐる謙徴してゐる．糺悔鮒氏b・云ふurlく、　WJ、、b　・

毒，魚堀種悪委ゑ置韓燕．こ．引よ、礁磯な禽嚇；於鷲繋滋ら1鵡驚餐の腿殉灘雛蝿物質の愈麹虞

態孟歪．登岱工撞常コ越な．も．．初蛮孟．！2、盛韓義景．1ミを旦L綜後の世．丑．主．三盈縫雌i乱」工腿蜘嵐壺ゑ・

臆麹璽酸色込．aを拠金璽．坐．璽．葦叢鳶1蚤．Zig．．桑．嬢餐焦．」輩軽．三烹．蛙な．ゑρ

　何れにしても吐綜博の外界の訟態によりて性質を攣化する程度を異にする琶云ふこSな、從

i來の読ξ詮く一致しτゐるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　皿．二、糞の正常翼繭及び再螢繭のセリシン量、溶解量及び蝋物質　　“’　塁

　繭暦に就いてセリシン最及び溶解性を測定し（2）の（ii）の如壷結果を得たが、此の献態は他

の昂種にも適用働來る一般的傾向であるか否かを確めるため一1：正の（v）に羅げた品種1こ就いて

實験を行つた6谷試料は次の如く匝鰹し＃σ針照腿は正常繭を探り之れを大艦均等の6冨暦に

分けた。繭暦除表1冨は（i）は正桔藷鷲より大鵬ワF定蟄の繭騒勤を除衷した後N残．りの繭瞬を適當に　　’

犀分した。從つて繭暦除ま霞の第1贋は鋤照麗で滲へる臥或る程度O．内暦部のもりに肛相當す

るこSlになる。（ii）に於ては野照旺は正諺智餓であるが、繭暦除査麗は繭聡除張を醤繭中に行は　　　L

しめ鳩の栃る・帥ち箭趨囎繭をレ蝿のを繊しる翼に螢繭罐綴せしめて管繭

を終丁せしめたものである。　　d　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　・

　以上の如く9てセリシン蟻及び溶解量を測定して・次の如き結果を得た。

（a）セリシン層董弐：一

　（i）欝照颪（繭暦に於て所定壷宛剣睨せるも6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
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噂，． @　第9表　　品種鰍18×支16（聯）

繭暦砿分

　　策1暦
　　第2暦
　　第3暦　　1’第4暦
　　’第5層
　　・第6暦
　　…李・　均
囁8　　t

封照甑

％・

31．81

25。98

22．52

］9．59

17，19

16，50

22．26

繭　 暦　 除　 去　 鶯　ご
・・…　1。・1gi・・159’　1・…
％

21．55

19，65

18．00

16．92

16。42

18．51

％
2f，工0

19．50

18，06

工6，65

16，68

18．43

％

18．74

ユ7．20

J7、65・

17。86v

　％　16，88・
、　15；54

　15，46

　勲
　15，96

・　　　　　　　　　第　　　　10　　　　馨そ　　　　　　　　　侃‡歪戴　　1．1110×支106（秋）

、繭暦鳳分

第・1暦
第＿2暦

1第3燈
第4暦
第5暦
第6履，
本　均

鋤照鳳

％

28．73

24．68

21，45

17、78

ユ5。50

ユ5．4フ

20，60

L－り　ヤ　ロ　り　　 @　P－’ドロ　じnytt’tt”り’　ワ　　　　　　　ロ　　　Pt　　　－りv－－’　tt’　tt－　　．－FWpt　

　　繭1　暦　除一島　澱「
・・。・言i・・1・1。・エ5，Lr－　。・2．9

　％21．25
18．65

層16．4且

15，90

18、05

s，

19・25、

17．14

15，go

！7，43

％

16，61

工5，23’

15、92

も　，
15・23、

工5．20’

榊

ユ5．219

　　　　　　　　　　　l’．（iP試瓢（難途上に於て除去せるもの）　・　　∫・…一

　　　　　　　　　第11表　 鞭欧19×支17　、

繭暦颪分

　　　ヒ　　第　1、暦
　　”第2厩
　　謹、』葱、麿
te’ @奉、　均

甥照琿
rgs”
30．10

26。40

22．45

20．78

24．93

，繭　罎隙　嚢　灘評ド・滋
・・。・91。・・1唱

29．75

26、Ol

23　L33

2240

25．29

　％　3L10

　　127．75

・24．70

22．73

’26，421

・O，159

％　・
、31．05

20’狽№U

窃ゴー・・

圏』 @凱1　　　　　　　　　　　’第　　12　　表『・　　　　最繍，分離白1號，×．！06　．

。　　・繭暦磁分
　　1　蘭厨除1「虫量　’．．、
謝職麗。．・・、　。．壌1磁

－ltn－”1＝　＝

　　・「「第1屠

1　嶺2暦継』「響獄、慧

，撫’．鐙　断

　％　　　　　％　　　　　鮪　　　　　 漏　　｝　　　　　　　　　　　　層噛33．IO、・　‘32，25　　　　　　　　　　　34，00・　　　　　　　　　　32．60　　　、

二≧6，68　　　　　　　　　L　　29：13　　　　　　　　　　　　28・50　　　　．　　　　　　　，　22。70　ヒ・

・・ Q3107『　　，25：67・　…24・92　　　ン、・←，11’
・’

Qi・3P「「、　23・14　　　22・73、tt：　lr・1冷
25・82　　．’・27・？8．　　27・19、　　・27・9°：の

’8

「
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（b）溶’解　　最　：・

第　13　i舜　　踊鰍19×卿

繭暦醐分　　鮒照瓢一＿＿　璽⊥＿晃＿1塗　歯　澱
　　　　　　　　　　　　　　　　　・・。・・　｝　蝋　　【　・」・・

　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　　創
笛　　　1　　暦　　　　　　14．50　　　　　　　ユ6，20

第　　　2　　暦　　　　　　U．20　　　　　　　12．11

第31壼｝　　8．oo　ρ　8，75
第4Ji，｝　　5。50　　 5．21

二町鼠　　　　　　　　」向　　　　　　　　　　9，80　　　　　　　　　　　10，56

　％
16，80

12，62

8．70

6．08

11．05

　％
17，2

10，65　　　　　嶋

6，35

11．40

第　14　表　　　品糧分漁1號×支1。6躯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵬　　　暦　　　除　　　撫　　　澱
繭癬【1臨分　　　　鮒　　照　1繊　　　　　＿＿＿　　　　　　．

1－一
@　　　　一一一・・一一・一一一・一㎜諸蹴鷲一跡岩龍＝＝螺＝霊　瓢o欄聯驚一謬叫ロF繍一＝r＝…＝…＝＝一霧禰噌罵瓢隅一一蕩湘脳、．譜聡一置一鵬一　＿＿．駒＿一，＿N

。・。Sg「・・lg　l　。・159
　．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　％

　　第　　　 1　　　ノ繭P　　　　　　　I4。45　　　　　　　　　　15．98
遮

　　筆　　 2，　フ醒　　　　　 8・60　　　　　　　9，85

　　．第　3、暦　　　4・°o　　、　6・5°
　　錦　4　暦『　　3．15／　　　5．22
　　挙　　　　　　均　　　　　　　ン・s5　　　　　　　　9，39

％

14，80

9、51

51．93

4．20

8、61

14狐

　齢【一一　　　1

δ，85　・　l

IO，13

　　　　邸ち（i）に於ては繭暦鋼脱後の第1騰は款第にセリシン鍛を減ずるが、此の最は鋤照硬の該

　　　繭暦相當麗に殆ん♂一致してゐるのである。然るに（ii）に於ては第1暦より第4暦趨何れも鋤

　　　照置S繭瞬除表麗に於て同襟な歌態にて痩化してゐる。帥ち第1癬は岱麗共欧19×支17に於て

　　　30％内外、分離白1號×支106に於て32～3蜴を示しており以下順次同襟な減少を示してゐる。

　　　　・此の結果より考へ℃、吐細こ當つて外暦部になる部分は常にセリシ癒が多くなる転ふこ

　　　・Sが出來・從つて岡じ時期のll二琳繊維に於てはセリシン蜘よ再螢繭のものに常に9くなるS云

　　　ふこu”になり、更に禧優繭羅に於ては金吐出セリシン貴は訳第に増加し、繭暦を多ぐ劒脱して

　　　菊螢鹸も瞭もの麟照醗の間1：、よ欲なる差を生ずるこSが認められる。　r’・・

　　　耀鵡勲熱・）の㈹ひ甜る撤に那の購餉麟！駄る顯蹴い爲搬
・　　的搭講馳られる蔭Sであ秦鷲結論するこさが出來る。斯くの勲嚢窪が如何なる理由によりt起

　　　るかに就いヤぼ、荷劇爵朋であお。，

　　　　訳に溶解量に於てば（繭暦剥脇魔は省略した）是叉（2）の（ii）の結県訓剛漿に試験麗め各慮

、　1こ於て外暦より内暦へ順次に減少するのである二
　　　し　’　　　　　　／t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　．

　　　　之れよ幌で外庸して・轍詞・酬1舳鵜なる醐の・リ酬；於て鱗鰯三が大にし

　　）．て、饗照囁即ち正常麟の外騒薯少しも差異を示さないこ婁を知つたのである。故にセリシシ溶

　　　、解性に就いで　al　一一般的傾向ミして上の如歯こεが認められ、腺内にあるセリシンが同様な環境

　　　¢もεに吐綜される時は吐繍瞭期を異にして、其の性質に殆抱さ差異はないε云ふこSが出來

　　　るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　，
　　　，　’　　　　　　　　　　　　

　　　・（c）一颯物質：－

　　　1拠こ蝋物質はt’・リシンの1伏態葦密接なる醐係ある如く考へられるので、爵照麗及び試験囁に

　　　就，いて測定したo　　　　・　　　　　　・　　　　　　　”　　　．　　　　　　　噺
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篤　　15　・i

　　　　　　匝　分　　餌嘔蕩　第2厨　婬∫響　　塀魔6’　品　種

　　　　　叢脚顛　櫨．ll撒　1：麗4　：鰍・田職1。・
　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2ρ1、

　　　此の場合にも（2）の（a）ざ金く岡様な結果を得た。黒繭贋蝋物質に就いてエム．鷺all氏は訳

　　の如く報沓してゐるo

　　　　　　　　　　　外　暦　　　　　中外暦　　　　　中　暦　　　　　内　癬
　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　％
　　　　　　　　　　　O，72　　　　　　　　　　0。37　　　　　　　　　　0，29　　　　　　　　　　0，26

　　　師ち外暦よ看）纐訣内屠に減少しておる’o然かも蕗σ瑠のは繭1嗣、にはあるが、繰紳中に脱溶

　　’するために虫綜中にはないざ述ぺてゐる。

　　　著者の結果も鋤照麗に於ては之ε殆ん曹一致しておるが、試験憾に於ては轡照甚及びHaU

　　氏の結果ε梢々逆の傾向を示してゐるのである。蒲して此のものは主εしてFilippi腺の分泌

　　液ε考へられ、然かも此の分泌液が吐綜に常つて網物質、就刺詐にセリシンの凝圃に大嚢な役

　　劇を有してゐるε考へられるQ故にセリシンが多く吐緑される揚合には、其の擬圃に當つて此

一　の量も多く必要εなり、セリシンの吐縣蜷が減少すれば此の壷も滅少するのであらう。又初期

　　S後期のセシリンSでは其の聚合度が異るこざも分泌液量に差をあたへる原國εならう。

　　　購⑱こ鉱りXへるε・正欄にh・A，ては内鳳こ至る程セリシンの吐綜簸が減少す磁に分

　　泌液も訳第に不必要Sだり、從つて少蟄ざなるであらうが、再管繭賦に於てはセリシン燈が多

　　くなり、然かもS及びF物質共に聚合慶も低いざ考へられる故に、之れが睨水圃化に鋤しては

　　初期の是等の物質に鋤するよりも癒かに多くのものを要するであらう。從つて再螢繭を開始す

　　る時期の蓮くなる橿i多くの分泌液を要するであらうS考へる6斯くの如き理由によつて前記の

、　如く再蟹繭嘔に於ては饗照砥ざ逆の結県を示したものざ考へるのが適當であら、う。

v・摘　　　要

　以上セリシンの絹縣腺内のものS吐縣後のものミに就て實瞼を行ひN訳の結果が得られた。

1）網縣腺細胞より分泌されるS物質は分子の聚合度極めτ近似のものであるが，之れが腺内

　に貯溜される闇に聚合度た高める。然し其の程度はF物質程甚だしくない。・　　　　　　　，．

2y腺内にあるS物質の聚合度は極めて不均一一・一のもので、此の1伏態は貯溜期間の長くなる程甚

　だしくなり、從つて熟慰期に於ては其の程度が最も甚だしい。腺内にあるS物質を凝固した

　ものに於て藪種類のセリシンを認められるのは此のためである。

3）此のS物質が外界に吐出されゐ揚合にはFiHppi腺の分泌液によりて聚合度を壇加する。

4）Fibippi腺の分泌液にて聚合度を漏したものば外界に出て更に性質を鍵化して來る。此の

　愛化の程度は外界の環境によりて差異がある。

　而して繭暦の外部に吐かれるものは常に溶解性大なるセリシン多く其の性質が腺内のS物質

にmeいが訥部に戯・れるもの程溶解性ネ良のものが多くなり、腺内S物質ε異つて來る。

　之れは吐縣時に於ける外界の條件が（滋Sして水分放散條件）繭暦セリシ：の性質に影響す

　るε去ふ從來の訟ε一致する。之要に腺細胞より比較的、均等質にて分泌されたセリジン物

　質は腺内に於て聚合摩を増加し、之れが奥に吐綜口に移動する閥にFilippi腺の分泌液の作

　胴を受けて聚合慶を囎加して邊iに外界に吐系系される。此の揚合に略更に聚合度は高まりて吐

　縣され、初めて罪全なる凝圃を起す。此の場合の外界の條件が叉圃化セリシンの性質に影響i

　をあたへるざ秀ふ極めて被難なる過程を纒で外界にある如剖伏態のセリシンSなるものであ

　るo’此の固化せるセリシンは放置されてある間に、外界の影響を受けて更に複雑化して來る
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　　・ものε考へられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　“

5）セリシン劒1搬中・搬法灘鉱騰ミで1揃者に於ては常に沈1殿鞍く、從つて等電

　　難によりて鶴れfe・リ・“t　eEk硫安法により！得られ焼鉱膜の猫度1批較的均一

　　であらう。

　6）孤螢繭を行ふ時は其の外騰に來る部分は正常繭の外暦のものSセリシン量及び溶解覧に於

　　℃略々同機であり。

　　以下内厩に行くに從つて正常繭のセリシン澱S同檬なる減少度を示す6從つて再醤爾のセリ

　　シン量は再鱗醐開始を選くする程多くなる。期くの如爵セリシン最の震異が何に荘阪するか

　　は禽明かでない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

’7）蝋質物に於てユ騰繭は外屠より内鳳こ順吹減少するが、試験慨に於ては大騰此の逆の傾向

　　を示す。之れは蝋質物がセリシンの吐ほ埼吸ぴ性質ε霧1婆なる關係があるこざを示す竜の言

　　考へる。即ち褥鶴關囁に於てセリシン澱は厨加し、然かも聚含慶箴きため之れを正欝繭の其

　　れs同様な欣態に聚合度を禰すためには∬」】iPpi腺の分泌物である蝋質物の澱を多く要する

　　ためであらう。

　8）後部紳腺内にあるF物質分散液に於でも硫安法及び等電描法によつて分別す馴哨…はS物質

　　葺全く同様な結果が得られる。故に腺内にあるF物質も聚合度の異るものが混合存在するS

　　考へられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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